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プロから学ぶ 
５年生―脱穀（浦野 浩さん） 
赤のつなぎで颯爽と登場されました。まずは、お

手本を見せていただき、みんなも挑戦です。初めて
の体験に緊張しながらも、体育館にあった全ての
稲を脱穀できました。（一度は田んぼに、はざかけ
しましたが、台風情報を聞き、金曜日に先生チー
ムで体育館に移動しました）昔ながらの脱穀グッズ
も貸してくださり、手動脱穀も体験しました。今は、
これらの機械に出会えることは珍しいです。みんな
のためにお家から全部運んできていただき、貴重な
体験をさせていただきました。 
 ５年生教室に掲示してある振り返りカードに「や
ってみたら、予想以上に楽しくてもっとたくさんやり
たかった」との感想発見！ 
２年生&チャレンジー法性寺ねぎ植え 
 岡崎の名産のひとつ「法性寺ねぎ」の魅力を学
ぶ機会をいただきました。この後、１ヶ月ごとに、様
子を見に来ていただいたり、育て方・収穫方法等
教えていただきます。ラストは、育てたねぎをお家で
家族とともに調理し、報告だそうですよ！ 

形埜小学校創立１５０周年記念（令和５年度） 

 来年度は、本校創立１５０周年を迎えます。裏

面の通り、実行委員を結成し、既に２回の実行委

員会を終えております。進行状況を報告します。 

◆記念式典 令和５年１０月２１日（土） 

      学芸会と併せて 

◆記念事業①記念誌（進行中） 

     ②記念品（記念 T シャツ等） 

       ＊近日中注文封筒配布 

      ③記念品（検討中）  

      ④運動会（記念種目） 

      ⑤学校環境整備（地域の方とともに） 

       ＊ボランティアを総代会で募集 

            

             

              

保護者の皆様へ「小学校陸上大会」について確認 

◆大会日：９月２８日午後 小雨決行、 
荒天⇒９月２９日に延期 

 ＊種目ごとの時間等詳細は、後日 
◆応援について： 
□保護者の応援は入場許可証が必要（保護者証ケー
スに入れていく）入口で入場許可証の確認と検温があ
る。～入場許可証は、２６日（月）に児童に渡します。 

□応援場所は、「かたの９月１６日版」の写真、上から３
段目の写真・走り幅跳びの上部にある客席（メインスタ
ンド）。⇒外の階段から上がり、中央入口から入場。1
階エントランスは保護者入場禁止。児童とは、接触で
きない。保護者のためのメインスタンド開場は、１２：３０
（午前中、中学校の大会） 

□大きな声での応援、声をそろえての応援はなし。 
□競技・ウォーミングアップ以外は、マスク着用推奨。 
 応援はマスク着用。 
□５６年生はユニフォームを一度着て確認願います。必
要に応じて T シャツ・アンダーパンツなどの準備もお願
いします。 

◆その他、体育主任者会にて確認された岡崎市小学校
統一事項について、必要に応じて連絡します。不明な点
がありましたら、遠慮なくお問い合わせください。 

 １４０周年記念の資料に基づき、同様の理念で、

１５０周年を進めて参ります。ご協力願います。 
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・形埜小学校の歩みを振り返り、母校・地域を愛する心を育む。 

・地域の方々とともに資料収集・準備活動等の過程を通して、地域との絆をより深める。 

・形埜の未来をイメージする機会とし、大きな夢を育む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

【１４０周年記念事業 第１回実行委員会レジュメより】～会の目的～ 

明治６年９月に 桜形村校広祥院法堂を仮校舎として桜形学校が開校されて以来、地域に支

えられ、地域と共に歩み続けてきた形埜小学校も、平成２５年度には創立１４０周年の記念す

べき年を迎える。この間、形埜小学校の歴史と伝統、その歩みをまとめ、整理することは、新

しい確かな一歩を踏み出すために欠かせない作業である。形埜小学校の過去の歩みを振り返

り、現在の取組をまとめ、創立１５０周年に向けての未来への希望を育むために、「形埜小学

校創立１４０周年記念事業」を地域ぐるみの事業として展開したい。 

【１４０周年記念事業 第１回実行委員会レジュメより】～会の基本方針～ 

 ①みんなの力を結集して取り組む。（児童・教職員・PTA・保護者・同窓会・地域の方々） 

  合意形成とこつこつ地道に取り組む。児童や保護者のアイデアや意欲が生きるような取組

にしたい。担任・児童に無理なしわ寄せが極力行かないように計画的に取り組む。いろん

な方の知恵と力をいろんな場面でお借りしたい。 

②あまり無理せず、しかし意味ある取組にしたい。（組織、資料収集、収集状況、資金予算

面、人的配置） 

 
1 顧　問 荻野　秀範 岡崎市議会議員

2 顧　問 荻野　保夫 学区有識者・総代会会計

3 委員長 伴　　博文 社会教育委員長・学校評議委員

4 副委員長 三浦　雅司 総代会長・学校評議委員

5 副委員長 清水　佐知子 形埜小学校校長

6 副委員長 星野　純史 形埜小学校ＰＴＡ会長・学校評議委員

7 委　員 倉橋　達也 形埜地区民生委員代表

8 委　員 天野　秀子 形埜学区福祉委員長

9 委　員 倉橋　　肇 睦会会長

10 委　員 星野　鋭志 睦会副会長

11 委　員 山内　一彦 総代会副会長

12 委　員 長坂　精一郎 ＰＴＡ副会長

13 委　員 倉橋　隆司 ＰＴＡ副会長

14 委　員 吉口　政宏 ＰＴＡ書記

15 委　員 柴田　卓也 ＰＴＡ会計

16 委　員 星野　　満 ＰＴＡ会計監査

17 事務局長 真木　芳衛 形埜小学校教頭

18 事務局員 大盛　伸也 形埜小学校教務主任

19 事務局員 土屋　洋子 形埜小学校校務主任


